
2016年 春夏号　発行日▲ 2016.6.17

新年度を迎えて
組合事業統括兼病院長　石崎 政利

　日頃、病院運営につきまして、地域の皆様にご理解ご支援を賜り誠にありがとうご

ざいます。また、地域医療連携にご協力いただきありがとうございます。

　今年度は当院にとって「新しい公立藤岡総合病院の仕上げの年」になります。念願

であった入院棟と附属外来センターの統合が実現し、2月24日に起工式が無事に終

わり、新病院建設に向けて工事が始まっております。

　現在、病床機能分化と連携、地域包括ケアシステムの構築を目指し地域医療構想の

策定が進む中で、新病院は地域で求められる医療提供体制を構築する基盤整備の一つ

であり、患者さんの利便性の向上や地域医療連携の推進および職員の勤務環境改善に

もつながるものです。

　新病院の開院に向けて、急性期医療を担う人材の育成・確保と高度医療機器の整備

および新しい診療体制を確立し、地域中核病院としての役割を果たしていきたいと思

います。

　工事中は皆様にご迷惑をおかけしますが、安全に、工期内に工事が終了し、予定通

り新病院として開院できるように努力してまいります。

　今後も、「患者本位の医療」の理念のもとに、医療の質を高め、安全・安心・納得

の医療を提供していきたいと思います。

　新入職員を含め、職員一同、地域から信頼され選ばれる病院を目指し、地域医療の

確保に努めて参ります。引き続き皆様のご理解ご支援をよろしくお願いいたします。

１ 患者さまの意思を尊重し、信頼される医療を提供します。
２ 地域中核病院として、高度な医療と救急医療の充実に努めます。
３ 急性期病院として関係機関と連携し、地域医療の充実を目指します。
４ 地域がん診療連携拠点病院として、機能の充実強化に努めます。
５ 臨床研修指定病院として、地域医療を担う優れた医師の育成に努めます。
６ 地域医療支援病院として、地域の医療人の教育・研修の充実強化に努めます。
　

公立藤岡
総合病院

地域医療連携だより

臨床研修は、医師が、医師としての人格を涵養し、将来専門とす
る分野にかかわらず、医学及び医療の果たすべき社会的役割と
医療チームの一員であることを認識しつつ、一般的な診療にお
いて頻繁に関わる負傷又は疾病に適切に対応できるよう、基本
的な診療能力を身に付けると同時に医療安全への配慮を身に付
けることを基本理念とする。

・ 基本的知識・技能・態度を習得する。
・ 患者中心の医療を理解し、実践する。
・ チーム医療の重要性を理解し、実践する。
・ 医療安全を深く理解し、実践する。
・ 医療人としての倫理観を養成する。
・ 地域医療の重要性を理解し、実践する。
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　本年度からお世話になり
ます。この地域の医療に少し
でも貢献できるよう、努力し
てまいりますのでどうぞ宜
しくお願い申しあげます。

呼吸器内科

内田　恵
　お世話になっておりま
す。より良い診療ができ
るよう日々努力していき
たいと思います。宜しく
お願いします。

血液内科

野口　紘幸

　3年ぶりに戻ってまい
りました。地域医療に貢
献できればと思っていま
す。宜しくお願いします。

腎臓・リウマチ内科

茂木　伸介
　頑張りますので、よろ
しくお願いします。

腎臓・リウマチ内科 

中沢　佳奈
　藤岡多野地域連携栄養
研究会などに貢献してい
きたいです。

外科

中村　卓郎

　地域医療に貢献してい
きたいと思います。宜し
くお願いします。

外科

加藤　寿英
　少しでも役に立てたら
と思います。宜しくお願
いします。

外科

小峯　知佳
　未熟者ではございます
が、誠心誠意の気持ちを
持って診療にあたらせて
いただきます。

外科

斉藤　秀幸

　藤岡の地域医療に貢献
できるように頑張りま
す。

整形外科

永井　彩子
　患者様により良い医療
を提供できるよう頑張り
ます。

整形外科

茂木　智彦
　初めての市中病院勤務
で緊張の毎日ですが、多
くのことを吸収し、成長
できるよう頑張ります

整形外科

宮本　了輔

　宮城県の出身で大学は
福島です。結婚して群馬に
来ました。群馬は3年目に
なります。現在上毛かるた
を頑張って覚えています。

産婦人科

茂木　美里
　卒後4年目、泌尿器科専
門研修中です。宜しくお
願いします。

泌尿器科

須藤　佑太
　主にCTやMRI検査の読影
を担当しています。地域医
療に貢献できるように努め
てまいりたいと思います。
宜しくお願いいたします。

放射線診断科

藤田　彩奈
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診療科 氏　名 診療科 氏　名 診療科 氏　名 診療科 氏　名

総合診療科
河合　弘進 神経内科 柳澤　孝之

脳神経外科
甲賀　英明

臨床研修医

高木　瑛子
神保　貴宏 消化器内科 壁谷　健志 若林　和樹 金子　裕美

循環器内科

井上　雅浩

小児科

深澤　信博
産婦人科

遠藤　　究 金井　杏奈
飯島　　徹 渡部登志雄 小松浩司郎 船引　亮輔
間渕由紀夫 懸川　聡子 茂木　美里 渡邉　嘉一
植田　哲也 相馬　洋紀 救急科 神戸　将彦 髙橋　怜真
髙松　寛人

外科

石崎　政利

麻酔科

荒井　賢一 山本ひとみ
小野　洋平 設楽　芳範 牛込　嘉美 明石　直樹
岩瀬　晴香 森永　暢浩 田口さゆり 戸村　琴音

呼吸器内科

塚越　正章 中村　卓郎 金井　真樹 板井　美紀
中川　純一 中里　健二 萩原　竜次 道崎　　護
池田　香菜 田中　成岳

泌尿器科
武井　智幸 三森　亮太

髙野　峻一 加藤　寿英 坂本亮一郎 小川真一郎
内田　　恵 松本　明香 須藤　佑太 丸山　篤造

血液内科

外山耕太郎 小峯　知佳 放射線治療科 塩谷真里子 塚田　明彦
斉藤　明生 斉藤　秀幸

放射線診断科
神宮　晶子

内藤　千晶

整形外科

萩原　明彦 藤田　彩奈
野口　紘幸 関　　隆致 皮膚科 嶋岡　正利

腎臓・
リウマチ内科

塚田　義人 山口　蔵人 心療内科 五十嵐　孝
太田　史絵 永井　彩子 病理診断科 吉田　孝友
宮　　政明 茂木　智彦 リハビリテーション科 清水　　透
茂木　伸介 宮本　了輔
中沢　佳奈
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地域の急性期病院として、安心の出来る救急治療を御提供できます様、微力ながら
お力添えをさせて頂ければと思います。御指導/御鞭撻と御協力を賜ります様、何卒、よろしくお願い申し上げます。 (是非、病院HPも御参照頂ければ幸いです)

臨床研修統括部長（産婦人科）　遠藤　究

　当院の臨床研修の特徴は、地域に根ざした中規模病院ならではの家庭的な雰
囲気が溢れていることです。緊満なチーム医療態勢のもとで、多彩な症例を経
験しながら、研修医全員にきめ細やかに目配りがなされ、オーダーメイドの研修が提供可能です。
　昨年度、当院の臨床研修プログラム及び臨床研修体制は外部評価を受けました。卒後臨床研修機能
評価機構により、現在県内唯一の4年間認定病院に認定され、また日本医療機能評価機構からは、臨
床研修部門が特に優れているとの評価（Ｓ評価）を獲得しました。
　当院では、研修管理センターを独立部門として整備し、臨床研修医のみならず病院内のあらゆる部
署と職種の研修・資格・学術部門を統括管理しています。さらに、当院に派遣される若手医師から中堅
医師に至るまで、各科分け隔てのない医局を構成し、熱心かつ親身な指導が行われており、日常の場
面においても親睦の中に熱い育成がなされているように思われます。当院の臨床研修に最も寄与し
ていることとして、4人の研修管理センター職員（医局職員）が、病院での臨床研修のみならず研修医
個人にも深く係り、母性に溢れる優しいお手伝いを提供しているところも特筆すべき点です。
　我々は、このように心温かい環境の中で、機能的かつ高度に洗練されたプログラムを実践しなが
ら、次代を担う若い医師を育てています。今年度はこれまでの中では最大規模の16名の初期研修医
を擁するに至っております。外部評価に慢心することなく充実した指導を継続し、これからも地域医
療に貢献できる優秀な臨床医を育てたいと思います。
　今後は、地域医家の子弟の研修先としても選択されるよう、努力と連携を図りたい所存です。

救急センター統括部長（循環器内科）　井上　雅浩

当院の臨床研修について救急科が新設されました

　救急科医長　神戸　将彦

　群馬大学から来ました。5月から藤
岡でお世話になっております。少しで
も早く環境に対応できるよう頑張りま
すので、ご指導宜しくお願いします。

明石　直樹
　群馬大学出身です。至らない点ばか
りかと思いますが、精一杯頑張ります
ので、ご指導いただけたらと思います。
宜しくお願いします。

戸村　琴音

　お世話になること、ご迷惑をお掛け
することも多々あるかと思いますが、
一生懸命学ばせていただきますので、
ご指導宜しくお願いします。

板井　美紀
　ラグビーで鍛えた体力と辛抱強さ
で、要領の悪さを補っていきます。少し
でもお役に立てるよう必死で学んでい
くので、宜しくお願いします。

道崎　護

　未熟者なので積極的に学ばせていた
だこうと思います。2年後に現場で通用
する医師になれるよう頑張ります。ご
指導宜しくお願いします。

三森　亮太
　群馬大学出身です。医師として働け
ることへの喜びと感謝を忘れずに。2
年間頑張って研修していきたと思いま
す。ご指導ご鞭撻のほど、宜しくお願い
します。

小川真一郎

　群馬大学から来ました。出身は埼玉
県の熊谷市です。1日も早く１人前の
医師となり社会に貢献したいと思って
おります。宜しくお願いします。

丸山　篤造
　社会人として成長できるよう頑張り
ますので宜しくお願いします。

塚田　明彦

平成28年度新規採用の研修医

　平成28年度より入院棟に救急科が新設されました。神戸将彦医師（救

急専門医）が担当致します。また毎週木曜日には群馬大学救急部から非

常勤医師１名も診療に当たっております。救急科の診療の場は主に救急外来となります。専

門的な診察を要する場合や入院が必要な場合には、当該科医師と連携を取り診療を進めてお

ります。救急外来患者のすべてを救急科医師だけで診療するわけではありませんが、救急外

来にご紹介いただく際など、救急科医師と直接情報交換が必要になることも多々あるかと思

われますので、お見知りおきいただければと思います。休日・夜間帯の診療は今まで通り内

科系１名、外科系１名、産婦人科１名、小児科1名（西毛地区輪番日のみ）、臨床研修医また

は外来センター医師1名の日当直体制です。専門的治療を要する場合は、各科オンコールによ

る対応となります。

　当院は基本方針の中で、救急医療の充実に努め、地域医療の充実を目指すとしておりま

す。救急を専門にする医師が加わったことで、救急外来のマンパワーの改善、診療の質の向

上、救急患者受け入れ体制の強化に繋がるものと期待しております。地域の先生方と顔の見

える関係を構築し、しっかり連携を取りながら、周辺地域の方々に良質な救急医療を提供で

きるよう努めていきたいと思います。今後ともよろしくお願い致します。

　地域の急性期病院として、安心の出来る救急治療を提

供できますよう、微力ながらお力添えをさせて頂ければと思います。御指導、御

鞭撻と御協力を賜ります様、何卒、よろしくお願い申し上げます。 ( 是非、病院

HPも御参照頂ければ幸いです )

【専門分野】

・日本救急医学会救急科専門医  ・日本呼吸器学会呼吸器専門医

・日本内科学会内科認定医　　  ・ICLS/JMECC WSコースディレクター

・JATEC/JPTECプロバイダー  ・身体障害者福祉法指定医　


